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あまりに事実誤認が多く、 

合わないところを 

明確にする議論が進まず！ 

 

その③へ続く 

Ｂ副長がＡさんに「お前」と 

発言した事は支社としては 

把握していない。 

 
この発言は別の場の議論で 

認めている発言である！ 

Ａさんへの謝罪の後に第１項の交渉に入る！ 

まずは発生した事象の時系列を合わる議論を行う！ 

時系列的には１８時３０分からのフレキシブル勤務のあり方から始まり、当該の 

Ｂ副長がＡさんに面談を行ったことまでしか、事実確認が進みませんでした。 

 

会社はＢ副長が発言した内容を認めず！ 

※１８時３０分に駅の内勤に戻らなかったＡ社員に対し、「なぜ戻らなかったか？」を 

聞き取り＝面談を行う。 

※Ａさんは１８時３０分以降のフレキシブル勤務にホーム巡回をする旨をＢ副長に 

話していたがＢ副長は聞き流していた。本人も聞き流していた事は認めている。 

把握していないが、 

言ったとすれば適切ではない。 
 

適切でない発言と認めつつ 

「把握していない」で逃げる 


